
2011.２
広報

No.65

●ご成人おめでとう
●二十歳のメッセージ
●代替バス「馬頭烏山線」の運行
●国民健康保険税の税率を改正します
●「消したかな」あなたを守る合言葉
●那珂川町消防団員募集
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二十歳の輝き、笑顔で成人式！
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平
成
23
年
成
人
式
は
、
佐
藤
佳

正
副
町
長
の
開
式
の
辞
と
と
も
に

厳
粛
に
式
典
が
行
わ
れ
、
大
金
伊

一
町
長
か
ら
「
世
界
は
ま
さ
に

今
、
変
革
と
行
動
の
時
で
す
。
こ

の
変
動
の
時
代
を
乗
り
切
る
力
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
の
若

い
行
動
力
を
発
揮
す
る
時
期
が
来

た
と
考
え
て
い
ま
す
。
デ
フ
レ
の

進
行
や
雇
用
不
安
な
ど
、
厳
し
い

社
会
情
勢
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
い
う
時
こ
そ
、
皆
さ
ん
は
自
分

の
将
来
像
を
し
っ
か
り
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
信
念
と
決
意

で
人
生
を
切
り
開
い
て
い
た
だ
き

た
い
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。
今
日

の
豊
か
な
時
代
を
築
き
上
げ
て
き

た
の
は
、
個
性
あ
ふ
れ
る
前
向
き

で
人
間
性
豊
か
な
諸
先
輩
方
で
あ

り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
諸
先
輩
方
の

教
え
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
豊
か

な
人
間
性
に
さ
ら
に
磨
き
を
か

け
、
地
域
社
会
の
創
造
・
発
展
に

貢
献
で
き
る
よ
う
、
そ
し
て
、
二

　

新
成
人
の
門
出
を
祝
う
平
成
23
年
那
珂
川
町
成
人
式
が
１
月
９
日
、

小
川
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
あ
じ
さ
い
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
ス
ー
ツ
や
は
か
ま
、
振
り
そ
で
姿
で
着
飾
っ
た
新
成
人
１

９
４
人
が
出
席
し
、
会
場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
２
２
９
人
の
皆
さ
ん
が
大
人
の
仲
間
入
り
を
し
ま
し
た
。

十
一
世
紀
を
担
う
皆
さ
ん
が
、
無

限
の
可
能
性
と
若
い
力
で
、
多
く

の
皆
さ
ん
の
幸
せ
の
た
め
、
ご
活

躍
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
い
た
し
ま

す
」
と
お
祝
い
と
と
も
に
期
待
の

言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
来
賓
を
代
表
し
て
川
上

要
一
町
議
会
議
長
や
茂
木
勉
那
珂

川
警
察
署
長
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
お

祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
成
人
を
代
表
し
て
佐
藤
匠
さ

ん
（
大
山
田
上
郷
）
が
「
私
た
ち

が
無
事
に
成
人
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
ま
ぎ
れ
も
な
く
家

族
を
は
じ
め
、
地
域
の
方
々
の
温

か
い
ご
支
援
の
お
か
げ
で
あ
り
、

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
雇
用
不

安
な
ど
、
先
行
き
の
見
え
な
い
将

来
に
不
安
を
感
じ
、
道
に
迷
う
こ

と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
一

歩
一
歩
手
探
り
で
も
前
に
進
み
、

お
世
話
に
な
っ
た
方
々
に
報
い
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
家
族
や
地
域

へ
の
感
謝
と
将
来
へ
の
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
那
珂
川
町
生
ま

れ
の
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
、
工
藤
慎
太
郎
さ
ん
に
よ
る

記
念
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
、

新
成
人
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
ホ
ー
ル
の
舞
台
で
出

身
中
学
校
ご
と
に
記
念
写
真
撮
影

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
周
辺
で

は
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
友
だ
ち

と
の
思
い
出
話
に
花
を
咲
か
せ
た

り
、
一
緒
に
写
真
を
撮
る
姿
が
見

ら
れ
ま
し
た
。

ご 成 人 お め で とう
229名が新たな門出

謝辞を述べる佐藤匠さん謝辞を述べる佐藤匠さん 新成人の豊田裕香子さんによるピアノ伴奏新成人の豊田裕香子さんによるピアノ伴奏謝辞を述べる佐藤匠さん 新成人の豊田裕香子さんによるピアノ伴奏

受付をする新成人受付をする新成人受付をする新成人
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馬頭中学校卒業生馬頭中学校卒業生馬頭中学校卒業生

①式典の合間に記念撮影
②式典に臨む新成人たち
③④⑥⑦久しぶりに再開
　した友だちと一緒に
⑤中学校の恩師を囲んで
　記念撮影

1

3

67

45

2
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成
人
を
迎
え
ら
れ
、
式
典
に
出
席
さ
れ
た
10
人
の
方
々
に
、
現
在
の

心
境
や
将
来
の
夢
、
町
に
期
待
す
る
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

●
岡
安　

郁
弥
さ
ん
（
富
山
）

　

ま
だ
成
人
し
た
実
感
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
は
社
会
人
と

し
て
自
覚
を
持
ち
、
他
の
人
に
恥

ず
か
し
く
な
い
よ
う
な
大
人
に
な

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
、
大
学
で
機
械
の
専
門
知

識
を
学
ん
で
い
る
の
で
、
将
来
は

メ
カ
ニ
ッ
ク
に
な
り
、
人
の
為
に

な
る
機
械
を
作
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　

那
珂
川
町
は
、
自
然
が
多
い
の

で
、
い
つ
ま
で
も
木
々
の
あ
る
、

落
ち
着
い
た
町
で
い
て
ほ
し
い
で

す
。

●
川
上　

恵
里
さ
ん
（
恩
田
）

　

成
人
式
で
、
久
し
ぶ
り
に
友
だ

ち
に
会
え
て
う
れ
し
い
で
す
。

　

現
在
は
、
美
容
師
の
専
門
学
校

に
通
っ
て
い
る
の
で
、
早
く
一
人

前
の
美
容
師
に
な
り
た
い
で
す
。

　

那
珂
川
町
は
、
自
然
が
い
っ
ぱ

い
で
と
て
も
良
い
環
境
の
町
だ
と

思
い
ま
す
。

　

お
父
さ
ん
・
お
母
さ
ん
に
は
、

今
ま
で
育
て
て
く
れ
て
感
謝
し
て

い
ま
す
。

●
大
森
久
美
子
さ
ん
（
大
内
）

　

成
人
式
を
迎
え
て
、
大
人
の
仲

間
入
り
を
し
た
の
だ
な
と
改
め
て

実
感
し
ま
し
た
。

　

今
は
大
学
の
教
育
学
部
に
通
っ

て
い
る
の
で
、
将
来
は
教
師
に

な
っ
て
た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち

と
関
わ
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

●
佐
藤　

勇
生
さ
ん
（
小
川
）

　

こ
れ
か
ら
は
成
人
と
し
て
頑
張

り
た
い
で
す
。

　

現
在
、
大
学
で
英
語
を
学
ん
で

い
る
の
で
、
将
来
は
英
語
を
活
か

し
た
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
、
活
気
あ
ふ
れ

る
町
で
あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

二
十
歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

小川中学校卒業生小川中学校卒業生
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●
小
髙　

博
之
さ
ん
（
和
見
）

　

現
在
は
、
大
学
で
医
療
と
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
学
び
、
様
々
な
資
格

合
格
の
た
め
に
日
々
勉
強
中
で

す
。
将
来
は
、
医
療
分
野
の
仕
事

に
就
き
た
い
で
す
。

●
大
森　

詩
織
さ
ん
（
馬
頭
）

　

こ
れ
か
ら
は
、
社
会
人
と
し
て

自
覚
を
持
つ
よ
う
に
心
が
け
、
優

し
い
大
人
に
な
り
た
い
で
す
。

　

現
在
、
大
学
生
で
す
。
将
来
は

ト
リ
マ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
、
み
ん
な
が
笑

顔
に
な
る
よ
う
な
町
に
な
っ
て
ほ

し
い
で
す
。

●
滝
田　

亮
輔
さ
ん
（
大
山
田
下
郷
）

　

大
学
で
医
療
関
係
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
、
将
来
は
医
療
従
事
者

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
は
、
今
の
ま
ま
変
わ

ら
な
い
で
い
て
ほ
し
い
で
す
。

●
船
見　

由
大
さ
ん
（
三
輪
）

　

成
人
し
た
実
感
は
湧
き
ま
せ
ん

が
、
大
人
と
し
て
恥
ず
か
し
く
な

い
行
動
を
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
は
、
大
学
で
法
律
を
学
ん
で

い
る
の
で
、
将
来
は
法
律
に
関
わ

る
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

●
永
瀬
茉
莉
奈
さ
ん
（
健
武
）

　

久
し
ぶ
り
に
中
学
時
代
の
友
だ

ち
に
会
え
る
の
が
と
て
も
楽
し
み

で
う
れ
し
い
で
す
。

　

今
は
、
大
学
で
保
育
士
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
、
い
つ
ま
で
も

自
然
い
っ
ぱ
い
で
明
る
い
町
で

あ
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

●
鈴
木　

香
純
さ
ん
（
白
久
）

　

現
在
は
、
専
門
学
校
で
音
楽
を

学
ん
で
い
て
、
将
来
は
音
楽
関
係

の
仕
事
に
就
き
た
い
で
す
。

　

那
珂
川
町
に
は
、
い
つ
ま
で
も

自
然
豊
か
な
町
で
い
て
も
ら
い
た

い
で
す
。

馬頭馬頭東中学校卒業生中学校卒業生馬頭東中学校卒業生
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　現在、健武藤沢からＪＲ烏山駅までをＪＲバス関東㈱で運行している路線バス「常野線」が、３月
末日をもって廃止となります。
　この路線は、学生の通学での利用や、那須南病院への通院の足として大切な路線であることから、
町としては、代替え運行を行うこととして検討を進めてきました。

那珂川町コミュニティバス「馬頭烏山線」として運行がはじまります

デマンドタクシー「なかちゃん号」をご利用ください

回数券の払い戻しはお早めに！

【運行事業者】
　やしお観光バス株式会社が運行を行うことになりました。

【運行時刻】
　現在とほぼ同じ時刻で運行しますが、日中の運行時刻が一部変わります。
また、ＪＲ烏山駅出発便が１便増えます。
　なお、運行本数は平日８往復、土日祝日３.５往復となります。（運行時刻の詳細は追ってお知らせします）

　長い間、馬頭地区を運行してきた「町営バス」及び小川地区を運行してきた「にこにこバス」は、既にご案
内したとおり３月末日をもって廃止となります。

　路線バスに代わる町内での公共交通は、昨年10月から運行が始まったデマンドタクシー「なかちゃん号」
となりますので、ご理解とご協力をお願いします。
　なお、「なかちゃん号」は路線バスと同じ乗り合い交通です。乗降場所は、自宅及び町内の病院、公共施設
などに限定されています。ルールを守り利用してください。

　現在お持ちのバス回数券は４月以降使用できません。ご利用にならない回数券がありましたら、３月25日
頃までに払い戻しの手続きをしてください。（払い戻しには手数料がかかります。）
　なお、町営バスの回数券払い戻しは、役場総務課消防交通係（☎92－1111）までお問い合わせください。
　また、にこにこバスは車内での払い戻しになりますので、運転手までお問い合わせください。

開発センター

役  場郵便局

中学校入口
うおまつ

運行経路
バス停留所

山村開発
センター

那珂川町役場

田町 南町

発着場所　（現）馬頭車庫（藤沢）
　
　　　　　（新）山村開発センター

【運行経路】
　現在とほぼ同じ経路で運行します
が、発着場所及び馬頭市街地の運行
経路が右図のようになります。

月から
代替バス「馬頭烏山線」の運行を開始します４ ＪＲバス常野線の運行廃止に伴い

月で

町営バス及び

にこにこバスが３ 廃止されます

【運賃】
　初乗り150円から上限を500円とします。（現在は150円から740円）

農
協
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一
般
会
計
か
ら
赤
字
補
て
ん

　

そ
の
間
、
国
民
健
康
保
険
財
政

調
整
基
金
は
底
を
つ
き
、
一
般
会

計
か
ら
の
赤
字
補
て
ん
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
っ
て
い
ま
す
。
国
民

健
康
保
険
は
、
本
来
独
立
採
算
で

運
営
す
る
も
の
で
す
。
一
般
会
計

か
ら
国
保
会
計
に
赤
字
補
て
ん
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
国
保
以
外
の

社
会
保
険
な
ど
の
加
入
者
の
皆
さ

ん
に
も
、
不
足
す
る
国
保
の
保
険

料
を
二
重
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

県
下
で
特
に
低
い
税
額

　

平
成
17
年
10
月
１
日
の
合
併
時

に
旧
町
間
の
国
民
健
康
保
険
税
の

税
率
を
統
一
後
、
平
成
20
年
度
の

税
制
改
正
に
よ
り
、
後
期
高
齢
者

医
療
支
援
分
が
新
設
さ
れ
た
こ
と

に
伴
う
税
率
改
正
を
行
い
、
現
在

の
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
改
正
で
は
引
上
げ
幅
を
抑
え

て
い
た
た
め
、
県
下
で
も
特
に
低

い
税
率
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
と
に
な
り
ま
す
。
税
の
公
平
性

か
ら
も
、
税
率
の
改
正
が
必
要
な

の
で
す
。

健
全
な
運
営
の
た
め
に

　

こ
の
よ
う
な
課
題
の
解
決
と
、

国
民
健
康
保
険
財
政
の
健
全
な
運

営
が
で
き
る
よ
う
、
那
珂
川
町
国

民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
に
諮
問

し
、
答
申
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
内
容
を
基
に
平
成
23
年
度
か

ら
国
保
税
の
税
率
を
改
正
す
る
こ

と
と
し
ま
し
た
。

　

健
全
な
国
保
財
政
の
運
営
を
図

る
た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

低
所
得
世
帯
の
軽
減
措
置

　

世
帯
全
体
の
前
年
中
の
所
得
が

一
定
の
基
準
額
以
下
の
場
合
、
国

保
税
の
均
等
割
額
と
平
等
割
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
国
保

加
入
者
全
員
が
所
得
の
申
告
を
さ

れ
て
い
る
、
も
し
く
は
扶
養
等
に

な
っ
て
い
る
世
帯
が
対
象
と
な
り

ま
す
。
軽
減
を
受
け
る
た
め
に
申

請
な
ど
の
手
続
き
は
必
要
な
く
、

自
動
的
に
軽
減
さ
れ
た
額
で
課
税

さ
れ
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
ま
で
は
６
割
・
４

割
軽
減
で
し
た
が
、
平
成
23
年
度

か
ら
７
割
・
５
割
・
２
割
軽
減
に

拡
大
・
拡
充
さ
れ
ま
す
。

　

那
珂
川
町
の
国
保
財
政
の
現
状

を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
医
療
の
適

正
受
診
と
税
の
期
限
内
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課　

課
税
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
２
０

住
民
生
活
課　

保
険
年
金
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

国民健康保険税額の計算
　国保税は世帯単位で計算されます。国保加入者の所得
割額、資産割額、均等割額、平等割額の合計額となりま
す。

　①＋②＋③＋④＝国民健康保険税額となります。な
お、介護分は40歳以上65歳未満の加入者が対象になり
ます。

　　　　　　　前年の所得の合計額から33万円を控除
　　　　　　　したものを課税対象額として計算
課税対象額×(医療分税率6.2％＋支援分税率1.3％
＋介護分税率１％）＝①
　　　　　　　当該年度の土地・家屋にかかる
　　　　　　　固定資産額を課税対象額として計算
課税対象額×(医療分税率32％＋支援分税率８％
＋介護分税率５％）＝②

加入者数×(医療分税額16,000円
＋支援分税額5,000円＋介護分税額5,000円)＝③

１世帯×(医療分税額19,000円
＋支援分税額5,000円＋介護分税額4,000円)＝④

所得割額

資産割額

均等割額

平等割額

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
を
改
正
し
ま
す

現在の税率

平成23年度からの税率

所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

5.4%
32%

11,000円
14,300円
470,000円

1.3%
8%

2,500円
3,700円

120,000円

0.8%
5%

5,000円
2,500円

100,000円

区 分 基礎課税額
（医療分）

後期高齢者支
援金等課税額
（支援分）

介護納付金
課税額
（介護分）

県下の国民健康保険加入者一人当たりの平均税額

医療給
付費分

介護納
付金分

後期高齢
者支援分

88,112円

25,075円

28,241円

68,678円

19,556円

23,528円

49,768円

10,234円

11,769円

最も高い
市町

「平成22年度市町村別国民健康保険税の１人当たり調定額順位」より

県下市町
平均

最も低い
市町

49,799円（26位）

12,063円（26位）

13,060円（26位）

那珂川町
（順位：27市町中）

所得割
資産割
均等割
平等割
限度額

6.2%
32%

16,000円
19,000円
500,000円

1.3%
8%

5,000円
5,000円

130,000円

1.0%
5%

5,000円
4,000円

100,000円

区 分 基礎課税額
（医療分）

後期高齢者支
援金等課税額
（支援分）

介護納付金
課税額
（介護分）

が改正部分です。
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日常生活において、火災に結びつく危険性はあらゆるところに潜んでいます！
『ウチは大丈夫』『ウチは関係ない』と思っていませんか？
火災のほとんどはちょっとした不注意から起きています。

お家でこんなことしていませんか？

タバコ

電　気

ストーブ

住宅用火災警報器

タバコの火は消したつもりでも完全に
消えていないことがあります。
寝室で起きた火災の多くが布団に火が
ついたことが原因です。
寝タバコをしていませんか？

コンセントはホコリが溜まり発熱して、火災の原因となることがあります。
タコ足配線も発熱の原因となります。
また、コードが家具などの下敷きに
なっているとコードが断線し火災の
原因となることがあります。

洗濯物をストーブの近くで干したり、ストーブの前に燃えやすいものを置いたりしていませんか？
それらがストーブに触れて火災になることがあります。

もしも家で火災が発生したとき、あなたとあなたの家族の命を守るため
住宅用火災警報器は設置してありますか？

まだ設置していない方は、いち早い設置を！
栃木県内ではすべての住宅で設置が義務づけられています。

「消したかな」
　  あなたを守る
　　　　　  合言葉

・いたんだまま使用しない
・プラグにホコリを溜めない
・重いものをのせない
・たこ足配線をしない
・コードをたばねない

・ストーブの上に物を置かない
・ストーブのそばであそばない
・火をつけたままストーブを
　動かさない火のついたまま

給油をしない

消してないよ！

消防本部予防課 ☎82-2009
消防馬頭分署　 ☎92-2800
消防小川分署　 ☎96-2188

問い合わせ
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那
珂
川
町
消
防
団
は
、
地
域
と

住
民
の
み
な
さ
ん
を
火
災
や
災
害

か
ら
守
る
た
め
、
日
夜
活
動
に
励

ん
で
い
ま
す
が
、
消
防
団
員
の
数

は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
安
心
と
安
全
を
守
る
為
、

あ
な
た
の
力
を
貸
し
て
下
さ
い
。

消
防
団
と
は
？

　

消
防
団
は
、住
民
が
主
体
と
な
っ

て
組
織
す
る
消
防
機
関
で
あ
り
、

火
災
の
消
火
活
動
や
自
然
災
害
発

生
へ
の
警
戒
、
避
難
誘
導
な
ど
を

消
防
署
と
連
携
し
て
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
常
時
は
防
災
訓
練
や

住
民
へ
の
啓
発
活
動
な
ど
を
実
施

し
、
地
域
防
災
の
中
心
的
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。
消
防
団
員
は
、

消
防
署
員
と
は
異
な
り
、
会
社
員

や
自
営
業
な
ど
、
他
に
職
業
を

も
っ
た
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

入
団
資
格
は
？

　

那
珂
川
町
に
居
住
す
る
18
歳
以

上
の
健
康
な
男
女

入
団
後
の
待
遇
は
？

・
報
酬
、
出
動
手
当
、
退
職
金
等

　

の
支
給

・
公
務
災
害
補
償
に
よ
り
活
動
中

　

の
ケ
ガ
等
を
補
償

・
活
動
に
必
要
な
制
服
等
の
貸
与

・
活
動
に
あ
た
っ
て
功
績
が
あ
っ

　

た
団
員
へ
の
表
彰

入
団
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
？

総
務
課　

消
防
交
通
係　

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

　

去
る
１
月
11
日
（
火
）、
栃
木
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

た
「
平
成
22
年
度
栃
木
県
民
防
災
の
集
い
」
に
お
い
て
、
消
防
団
活

動
に
積
極
的
に
協
力
し
て

い
る
事
業
所
に
対
す
る
知

事
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
、

那
珂
川
町
か
ら
は
、
４
名
の

消
防
団
員
が
勤
務
す
る
那

須
南
森
林
組
合
（
馬
頭
）
に

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
で
す
。
住
宅
火
災
に
よ
る

死
傷
者
を
な
く
す
た
め
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。
強
風
時
に
は
屋
外
で
の
た
き
火
な
ど
は
絶
対
に
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
消
火
器
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
悪
質
な
訪
問
販
売
や
点

検
業
者
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
中　

午
前
７
時
と
午
後
６
時
に
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
吹
鳴
方
法　

30
秒
間
を
１
回
）

問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

役　
場　
総　
務　
課　

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
１

　
　
　
　

消
防
馬
頭
分
署　

☎
０
２
８
７―

９
２―

２
８
０
０

　
　
　
　

消
防
小
川
分
署　

☎
０
２
８
７―
９
６―

２
１
８
８

那
珂
川
町
消
防
団
員
募
集

消
防
活
動
協
力
事
業
所
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　

知
事
感
謝
状
の
贈
呈
が
あ
り
ま
し
た

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動　

３
月
１
日
（
火
）
〜
７
日
（
月
）

「
消
し
た
か
な
」　

あ
な
た
を
守
る　

合
言
葉

広報紙に広告を掲載しませんか？
掲載位置：各ページの下一段
サ　イ　ズ：縦 50㎜×横 88㎜
料　　金：２色刷　　　　　　　　１回  5,000 円～
　　　　　カラー刷（裏表紙のみ）１回 10,000 円～
　　　　　※複数月連続掲載の場合は割引あり
申込期限：掲載希望する月の初日の 40日前
　　　　　※２月 18日までに申し込まれた場合、４月号
　　　　　　から掲載可
　詳しくは企画財政課広報広聴係（☎0287－92－1114）
　までお問い合わせください。

３月末日まで入会金無料キャンペーン中！
体験授業 随時受付中！お気軽にお電話下さい。
□ 那珂川町教室　☎96－5177
　 　　　　　　　那須郡那珂川町小川2565-4
　 　　　　　　　http://www.meikogijuku.jp
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認
知
症
の
人
の

　
　

  
特
徴
と
接
し
方

　

認
知
症
の
人
が
安
心
し
て
生
活

で
き
る
よ
う
、「
認
知
症
の
人
の

特
徴
と
接
し
方
」

に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

認
知
症
の
人
の
特
徴
は
？

●
新
し
い
こ
と
は
す
ぐ
に
忘
れ
る

け
れ
ど
、
昔
の
こ
と
は
よ
く
覚

え
て
い
る

　

最
近
の
出
来
事
は
す
ぐ
忘
れ

て
し
ま
う
が
、
子
ど
も
時
代
の

出
来
事
な
ど
は
細
か
く
よ
く
覚

え
て
い
ま
す
。

●
自
分
に
と
っ
て
不
利
な
こ
と
を

隠
そ
う
と
し
て
し
ま
う

　

事
実
で
あ
っ
て
も
自
分
に

と
っ
て
不
利
だ
と
思
う
こ
と
は
、

嘘
を
つ
い
た
り
、
い
い
逃
れ
を

し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
正
常
な
状
態
と
認
知
症
の
症
状

が
混
在
し
て
い
る

　

認
知
症
の
初
期
は
、
正
常
な

部
分
と
認
知
に
よ
る
異
常
な
部

分
が
混
在
し
て
現
れ
ま
す
。
運

転
中
な
ど
に
現
れ
る
と
事
故
の

原
因
に
な
り
ま
す
。

●
失
敗
や
混
乱
を
知
ら
れ
な
い
よ

う
に
そ
の
場
を
取
り
繕
っ
て
し

ま
う

　

自
分
の
失
敗
や
混
乱
を
隠
そ

う
と
し
て
、
言
い
訳
を
す
る
な

ど
、
そ
の
場
を
取
り
繕
っ
て
し

ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
不
快
感
や
恐
怖
心
な
ど
の
悪
い

感
情
を
伴
っ
た
出
来
事
は
よ
く

覚
え
て
い
る

　

不
快
な
感
情
や
恐
怖
心
な
ど

の
悪
い
感
情
は
比
較
的
長
い
間

残
り
、
人
に
対
す

る
好
き
嫌
い
も

激
し
く
な
り
ま

す
。

●
家
族
な
ど
、
身
近
な
人
に
対
し

て
症
状
が
強
く
出
る
傾
向
が
あ

る
　

た
ま
に
会
う
人
な
ど
緊
張
を

伴
う
相
手
に
は
症
状
が
出
に
く

い
が
、
身
近
な
人
に
は
症
状
が

強
く
出
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

本
人
中
心
の
「
接
し
方
」
が
大
切
！

　

認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
は
、

次
の
四
つ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
良
い
感
情
を
残
す
よ
う
に
心
が

け
ま
し
ょ
う

　

事
実
関
係
は
忘
れ
て
も
、
感

情
は
長
く
心
の
中
に
残
っ
て
い

る
も
の
で
す
。
や
さ
し
く
思
い

や
り
の
あ
る
接
し
方
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

②
い
つ
も
笑
顔
で
接
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う

　

認
知
症
が
進
ん
で
も
、
相
手

の
感
情
を
読
み
取
る
能
力
は
、

さ
ほ
ど
低
下
し
な
い
の
で
、
い

つ
も
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

③
本
人
の
ペ
ー
ス
に
合
わ
せ
て
あ

げ
ま
し
ょ
う

　

認
知
機
能
が
低
下
し
、
も
の

を
考
え
る
ス
ピ
ー
ド
が
落
ち
る

の
で
、
認
知
症
の
人
の
ペ
ー
ス

に
合
わ
せ
て
接
し
ま
し
ょ
う
。

④
怒
鳴
ら
ず
に
、
や
さ
し
く
接
し

ま
し
ょ
う

　

高
圧
的
な
言
葉
や
態
度
な
ど

は
、
本
人
に
精
神
的
な
苦
痛
を

与
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
介

護
で
疲
れ
て
い
る
と
き
な
ど
は
、

つ
い
怒
鳴
っ
た
り
し
が
ち
で
す

が
、
や
さ
し
く
接
し
ま
し
ょ
う
。

子育て支援センター
センターは、０歳から就学前のお子さん、お母さん、
おうちの方の交流の場です。

： 月曜日～金曜日
　　　　　  9：00～12：00
　　　　　13：00～17：00

　子どもたちは、同年齢や異年齢の子と遊ぶ中で、
やさしさや我慢などを覚えていきます。お母さん同
士も、刺激しあったり、話し合ったりして楽しい子
育てをしましょう！

３月９日（水）10：00～
「メディアとのつき合い方」について
　テレビ、ビデオ…どれ位見ていいの？上手な活用
の仕方を考えてみましょう！申し込みは８日まで。

☎0287－96－5223

２月23日（水）10：00～
　３月3日は「ひなまつり」です。
おだいりさまとおひなさまを作って、華
やかに飾ってみませんか？

申し込みは
２月21日まで
です。
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２
月
27
日
（
日
）
大
桶
運
動
公
園
を
ス
タ
ー

ト
し
て
国
道
２
９
４
号
を
南
下
、
興
野
大
橋
か

ら
那
珂
川
町
松
野
地
区
を
経
由
し
て
国
道
２
９

３
号
、
若
鮎
大
橋
を
通
り
大
桶
運
動
公
園
に

ゴ
ー
ル
す
る
若
鮎
駅
伝
競
走
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
コ
ー
ス
沿
道
で
の
熱

い
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ス
タ
ー
ト
は
午
前
10
時
、
ゴ
ー
ル
は
午
前
11

時
15
分
の
予
定
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
時
間
、
安
全
な
競
技
の
運
営
の

た
め
交
通
規
制
が
行
わ
れ
ま
す
。
国
道
２
９
４

号
、
お
よ
び
２
９
３
号
は
交
通
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　冬期は畑が休眠中のため、僕は家の中で丸まって本
を読むことが多くなりました。次のお話を読んだとき、
公務員としての立場を再考しました。
　ある日、博識の殿様は、二人姉妹の家を訪れました。
姉マーサさんは、殿様のお世話をするために一生懸命
に走り回りましたが、妹メアリーさんは、ただ殿様の
足元に座りました。
　僕はその場面を簡単に想像できます。マーサさんが
「殿様の面倒を見る私を見てごらん。なんと賢い、思い
やりのある子でしょう！しかし、妹は、殿様の家来に
ふさわしくない」と殿様の付き人に言って、メアリー
を侮辱したでしょう。
　マーサさんは、とうとう殿様に言いました。「妹が何
もしないでいることは構わないのですか？私のことを
手伝うようにお命じください」
　この殿様が教えた教訓は、「国の奉仕者になれ」です。
もちろん、殿様は、一生懸命なメアリーさんを選んだ
と皆さんは思いますよね。

　しかし、この話は、思わぬ展開になります。殿様は、
「マーサさん、君は忙しすぎ、多くのことに困惑してい
ますね。妹をご覧なさい。メアリーさんの方が、私に
仕えていますよ」と言いました。
　この話から２つのことを改めて考えさせられました。
　一つ目は公務員の仕事についてです。今日の日本で
は、公務員がいろいろな方々から厳しい目で見られて
います。それに応え、公務員は町民に対してサービス
の向上に努めていますが、そのサービス精神を町民に
アピールする際、少し競争心が立ち、公務を「執行」す
るだけではなく「披露」することになってしまうこと
があります。そして、彼等は自ら忙しくすることで多
くのことに困惑しています。
　二つ目は、公務員の立場についてです。英語で、「公
務員」は「ｐｕｂｌｉｃ　ｓｅｒｖａｎｔ」と呼び、そ
の意味は国民・町民に仕えている者です。公務員の
「殿様」は、町長・課長・係長などではなく、「町民」で
あることを意識しなければいけないと思います。
　そして、その「殿様」に仕えるため、走り回るだけで
はなく、町民の「足元に座り」、町民のニーズをよく聞
くことが大切です。

第20話　「公務員」

通
過
予
定
時
刻

大
桶
運
動
公
園　
　
　

午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー　

午
前
10
時
９
分

興
野
農
産
物
直
売
所　

午
前
10
時
24
分

鈴
木
建
設　
　
　
　
　

午
前
10
時
35
分

久
那
瀬
水
産　
　
　
　

午
前
10
時
49
分

吉
野
工
業
所　
　
　
　

午
前
11
時
３
分

大
桶
運
動
公
園　
　
　

午
前
11
時
15
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ゴ
ー
ル
予
定
）

※

各
中
継
所
の
予
定
時
刻
前
後
30
分
ぐ
ら
い
、

付
近
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

第
９
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝

競
走
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
清
水
）

☎
０
９
０―

４
９
２
２―

９
０
１
５

第
９
回
な
す
み
な
み
若
鮎
駅
伝
に
ご
協
力
を

中継所コース

吉野工業所

久那瀬水産

大桶運動公園
鈴木建設

広域センター

興野農産物
直売所

広域農道

R294

R293

那珂川町役場○

那須烏山
市役所◎

興野大橋

若鮎大橋

大会コース
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炭
素
を
空
気
中
に
出
さ
な
い
方
法

の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
に
は
ど
ん

な
良
さ
が
あ
る
の
？

　

温
室
効
果
ガ
ス
を
な
る
べ
く
排

出
し
な
い
た
め
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
変
換
効
率
を
高
め
、
電
気
や
ガ

ス
な
ど
の
使
用
量
を
節
約
す
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
が
た
く
さ
ん
作

ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
製
品
は
環
境
へ
の
負
荷

が
少
な
く
、
温
暖
化
防
止
に
役

立
っ
て
い
ま
す
。

■
身
近
な
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
に

は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

●
エ
コ
家
電

　

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
、
ヒ
ー
ト
ポ

　

ン
プ
式
洗
濯
乾
燥
機
、
エ
ア
コ

　

ン
、
冷
蔵
庫

●
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明

●
太
陽
光
発
電

●
太
陽
熱
温
水
器

●
給
湯
器

　

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
型
給
湯
器
、
潜

　

熱
回
収
型
給
湯
器

●
エ
コ
カ
ー

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
カ
ー
、
電
気
自

　

動
車

　

環
境
省
総
合
環
境
政
策
局
環
境
計
画
課

   

「
こ
ど
も
環
境
白
書
」
よ
り
引
用

地球温暖化を防ぐために

環境総合推進室
☎0287－92－1110

■
地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は

ど
ん
な
方
法
が
あ
る
の
？

　

地
球
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

そ
の
原
因
で
あ
る
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を

削
減
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
電
気
や
工
業
製

品
な
ど
を
作
る
際
に
発
生
す
る
温

室
効
果
ガ
ス
を
減
ら
し
た
り
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
製
品
を
使
う
方
法
が

あ
り
ま
す
。

■
二
酸
化
炭
素
を
出
さ
な
い
発
電

に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
る
の
？

　

太
陽
光
や
太
陽
熱
、
風
力
な
ど

自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た

発
電
や
、
石
炭
や
石
油
を
燃
や
さ

な
い
原
子
力
発
電
は
、
二
酸
化
炭

素
が
発
生
し
ま
せ
ん
。
ま
た
、
石

炭
や
石
油
を
使
う
火
力
発
電
に
つ

い
て
も
、
二
酸
化
炭
素
を
な
る
べ

く
減
ら
す
た
め
の
工
夫
や
二
酸
化

　

昨
年
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た

太
陽
光
発
電
等
設
備
導
入
事
業
費

補
助
金
の
今
年
度
の
申
請
受
付
は

２
月
末
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
度
中
に
太
陽
光
発
電
や
高

効
率
給
湯
器
の
導
入
を
お
考
え
の

方
は
、
お
早
め
に
申
請
を
お
願
い

し
ま
す
。

補
助
金
額

①
太
陽
光
発
電

・
１
ｋ
Ｗ
当
た
り　
　

４
万
円

　
　
　
　
　
　

（
上
限
16
万
円
）

②
高
効
率
給
湯
器

・
Ｃ
Ｏ
２
冷
媒
ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ

　

（
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
）
５
万
円

・
潜
熱
回
収
型

　

（
エ
コ
ジ
ョ
ー
ズ･

エ
コ
フ
ィ
ー
ル
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
万
円

・
ガ
ス
エ
ン
ジ
ン

　

（
エ
コ
ウ
ィ
ル
）　

５
万
円

問
い
合
わ
せ

住
民
生
活
課　

生
活
環
境
係

☎
０
２
８
７―

９
２―

１
１
１
２

太
陽
光
発
電
等
設
備
導
入

事
業
費
補
助
金
の
申
請
は

２
月
末
ま
で
に
！

　小口字北沢地区不法投棄現場周辺の水質分析結果をお知らせします。
調 査 項 目　健康項目、生活環境項目、その他
採　水　日　平成22年11月８日
採 水 場 所　１．周辺環境水　　　①投棄地直下河川、②小口川上流
　　　　　　２．投棄現場浸出水　③投棄地下流側観測井、④投棄地内観測井
調 査 結 果　周辺への汚染拡大の兆候は認められない。
問い合わせ　馬頭処分場整備室那珂川分室　☎0287－92－1411
　　　　　　環境総合推進室　　　　　　　☎0287－92－1110

不法投棄現場周辺の水質分析結果（平成22年度第３回年間変動調査分）

寄
贈

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

○
奨
学
基
金
へ

十
万
円　

長
山
宣
弘
様
（
久
那
瀬
）

○
図
書
館
へ

図
書
券
（
一
万
三
千
五
百
円
分
）

　
　
　
　
　
　

匿
名

○
社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行
へ

八
千
円　
　
　

匿
名
（
４
３
５
回
）

三
万
円　

自
治
労
栃
木
県
本
部
様

○
社
会
福
祉
協
議
会
振
興
基
金
へ

二
万
円　

益
子
和
弘
様
（
健
武
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
35
回
）

一
万
円

　

Oli 

Oli
ゴ
ス
ペ
ル
ク
ワ
イ
ヤ
ー
様

二
十
七
万
四
千
二
百
五
十
五
円

　

福
祉
ま
つ
り
実
行
委
員
会
様
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湯
豆
腐
の
湯
気
吹
き
交
す
夕
餉
か
な 

久
那
瀬　
　
　
　

星　
　

健
彦

軒
氷
柱
ふ
く
れ
雀
の
列
な
せ
り 

馬　

頭　
　
　
　

藤
田　

芳
輝

ど
の
家
も
屋
敷
林
負
ひ
冬
木
立 

馬　

頭　
　
　
　

川
上　

幸
男

軍
手
し
て
庭
の
空
剪
る
男
か
な 

三　

輪　
　
　
　

永
森　

悦
子

綿
虫
や
小
言
の
多
き
月
と
な
る 

久
那
瀬　
　
　
　

堀
江　

直
子

遅
れ
来
し
人
の
割
り
込
む
十
二
月 

小　

川　
　
　
　

金
井　

和
子

何
び
と
が
何
度
見
た
だ
ろ
色
褪
せ
て
二
時
指
す
ま
ま
の
廃
校
の
時
計

 

大　

内　
　
　
　

薄
井　

キ
イ

初
め
て
の
デ
ジ
カ
メ
軽
く
浮
き
浮
き
と
庭
に
積
も
り
し
初
雪
を
撮
る

 

馬　

頭　
　
　

五
月
女
ト
ミ
ノ

遥
か
な
る
那
須
の
山
々
翳
り
ゐ
て
蜃
気
楼
の
ご
と
白
雲
横
た
ふ

 

小　

口　
　
　
　

影
沢　

よ
し

姉
よ
り
の
遺
品
の
洋
服
肩
パ
ッ
ト
を
除
き
て
我
の
好
み
に
粧
ふ

 

小　

川　
　
　
　

郡
司　

喜
恵

打
ち
鳴
ら
し
打
ち
鳴
ら
し
つ
つ
子
供
ら
の
創
作
太
鼓
胸
に
ひ
び
き
来

 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

は
る
ば
る
と
鄙
に
戻
れ
る
鮭
見
つ
つ
母
な
る
川
を
我
は
畏
る
る

 

小　

川　
　
　
　

蓮
實　

弘
子

席
ゆ
ず
る
娘
の
表
情
に
見
る
笑
顔 

小　

砂　
　
　
　

笹
沼　

季
子

節
く
れ
た
手
も
滑
ら
か
に
フ
ラ
ダ
ン
ス 

小　

川　
　
　
　

平
澤　

照
雄

痛
く
な
い
長
生
き
な
ら
ば
し
て
み
た
い 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

甫
子

争
い
を
知
ら
ぬ
母
さ
ん
恵
比
須
顔 

大
山
田
下
郷　
　

佐
藤　

有
紀

老
い
の
指
か
ら
か
っ
て
い
る
電
子
辞
書 

谷　

田　
　
　
　

岡
崎　

友
子

人
間
で
い
た
い
情
け
は
捨
て
ら
れ
ず 

薬　

利　
　
　
　

大
嶹　

克
明

那珂川町
図書館

『
盤
上
の
ア
ル
フ
ァ
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

塩
田
武
士
／
著
（
講
談
社
）

　

新
聞
記
者
の
秋
葉
は
、
県
警
本
部
担
当
か
ら
、
文
化
部
の
将
棋
担
当
へ
の
異
動
を

命
じ
ら
れ
ま
す
。
異
動
を
左
遷
と
思
い
、
不
満
を
抱
え
て
働
く
秋
葉
が
、
同
い
年
の

プ
ロ
棋
士
を
目
指
す
男
と
出
会
っ
た
こ
と
で
・
・
・
。

　

個
性
豊
か
な
人
物
た
ち
が
巻
き
起
こ
す
、
お
か
し
く
て
あ
つ
い
人
生
逆
転
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
小
説
。

　

刊
行
前
か
ら
話
題
沸
騰
！
第
五
回
小
説
現
代
長
編
新
人
賞
、
選
考
会
満
場
一
致
の

完
全
受
賞
作
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

山
本　

明
／
著
（
西
東
社
）

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
維
新
ま
で
残
っ
た
三
百
の
藩
に
つ
い
て
、
歴
史
、
事
件
、
著
名

な
藩
主
や
藩
を
代
表
す
る
人
物
、
城
や
庭
園
、
特
産
品
な
ど
を
紹
介
。

　

徳
川
御
三
家
や
十
四
松
平
家
に
つ
い
て
、
藩
や
廃
藩
置
県
の
そ
の
後
に
つ
い
て
な

ど
、
江
戸
時
代
の
幕
藩
体
制
が
ス
ッ
キ
リ
わ
か
り
ま
す
。

　

時
代
劇
や
歴
史
小
説
の
背
景
を
知
る
の
に
役
立
つ一冊
で
す
。

『
２
月
の
え
ほ
ん
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

長
谷
川
康
男
／
監
修
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
）

　

２
月
を
な
ぜ
如
月
と
い
う
か
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
ま
す
。
俳
句
な
ど
の
世
界
で

は
、
も
と
も
と
「
衣
更
着
」
と
書
き
、
寒
さ
の
た
め
に
衣
（
着
物
）
を
更
に
重
ね
て
着

る
と
い
う
意
味
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
本
で
は
、
２
月
の
行
事
や
自
然
、
旬
の
食
べ
も
の
、
遊
び
な
ど
を
イ
ラ
ス
ト
で

楽
し
く
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
季
語
や
出
来
事
な
ど
も
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。
季
節

を
感
じ
、
楽
し
め
、
学
習
に
も
役
立
つ
絵
本
で
す
。

◇『
ポ
ー
ツ
マ
ス
の
贋
作
』　

井
上
尚
登
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
モ
ル
フ
ェ
ウ
ス
の
領
域
』　

海
堂　

尊
／
著
（
角
川
書
店
）

◇『
お
く
う
た
ま
』　

岩
井
三
四
二
／
著
（
光
文
社
）

◇『
祝
福
』　

長
嶋　

有
／
著
（
河
出
書
房
新
社
）

◇『
ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
』　

小
路
幸
也
／
著
（
ポ
プ
ラ
社
）

◇『
一刀
斎
夢
録
』　

浅
田
次
郎
／
著
（
文
藝
春
秋
）

◇『
ジ
ョ
ン
・
マ
ン
』　

山
本
一力
／
著
（
講
談
社
）

◇『
は
ば
た
け
、
佑
樹
』　

斎
藤
し
づ
子
／
著
（
小
学
館
）

◇『
子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た
と
き
読
む
本
』　

梶
谷
ま
き
こ
／
著
（
大
和
書
房
）

◇『
作
っ
て
楽
し
む
つ
る
し
雛
』　

下
田
美
知
子
／
監
修
（
誠
文
堂
新
光
社
）

『
江
戸
三
百
藩
』

つ
ら
ら
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12
月
５
日
、
茨
城
県
の
大
子
町

で
第
６
回
大
子
町
近
郊
少
年
野
球

大
会
が
行
わ
れ
、
那
珂
川
町
か
ら

出
場
し
た
馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
が
優
勝

し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
は
、
大
子
町
の
近

隣
市
町
村
の
計
16
チ
ー
ム
が
出
場

し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
は
、
準
決
勝
ま

で
順
当
に
勝
ち
上
が
り
、
決
勝
戦

で
は
、
上
野
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ツ

（
常
陸
大
宮
市
）
に
３
対
２
で
競

り
勝
ち
、
今
大
会
３
度
目
の
優
勝

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
優
秀
選
手
に
は
、
馬

頭
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
鈴
木
涼
真
さ
ん

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

12
月
31
日
の
深
夜
、
町
内
各
地

で
除
夜
の
鐘
が
響
き
渡
り
ま
し
た
。

参
拝
者
の
皆
さ
ん
は
思
い
を
込
め

て
除
夜
の
鐘
を
撞
く
こ
と
で
、
ま

た
、
ほ
か
の
皆
さ
ん
は
そ
の
鐘
の

音
を
聞
く
こ
と
で
、
こ
の
１
年
の

自
分
の
行
い
を
振
り
返
り
、
新
た

な
思
い
で
新
年
を
迎
え
て
い
ま
し

た
。

　

１
月
５
日
、
小
川
児
童
館
で
た

こ
作
り
教
室
が
開
催
さ
れ
、
小
学

生
や
親
子
連
れ
な
ど
38
名
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
出
来
上
が
っ

た
干
支
の
ウ
サ
ギ
や
ア
ニ
メ
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
絵
が
書
か
れ
た

自
慢
の
た
こ
を
上
げ
る
た
め
、
寒

風
に
も
負
け
ず
元
気
に
校
庭
を
駆

け
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
正
月
に
行
わ
れ
る
平
安
時
代

の
宮
中
行
事
「
左
義
長
（
さ
ぎ

ち
ょ
う
）」
が
起
源
と
さ
れ
る
ど

ん
ど
焼
き
が
、
１
月
９
日
に
健

武
、
北
向
田
、
矢
又
な
ど
町
内
各

地
で
、
14
日
に
は
三
和
神
社
（
三

輪
）
で
行
わ
れ
、
地
域
の
皆
さ
ん

は
、
門
松
や
注
連
縄
な
ど
を
焼
い

た
炎
と
と
も
に
歳
神
様
を
見
送
っ

て
い
ま
し
た
。

大
子
町
近
郊
少
年
軟
式
野
球
大
会

で
馬
頭
ラ
ッ
キ
ー
が
優
勝

大
晦
日
に
除
夜
の
鐘
が
響
く

町
内
各
地
で
ど
ん
ど
焼
き

新
年
の
空
に
手
作
り
た
こ
が
舞
う

　

手
塚
キ
ヱ
さ
ん
（
高
岡
）
が
１

月
９
日
に
百
歳
を
迎
え
、
大
金
伊

一
町
長
か
ら
祝
い
金
と
花
束
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

手
塚
さ
ん
は
、
若
い
頃
か
ら
和

裁
を
仕
事
に
し
て
い
て
、
家
族
の

着
る
半
纏
や
和
服
は
全
部
作
っ
て

き
た
そ
う
で
す
。

　

働
き
者
で
家
族
想
い
の
手
塚
さ

ん
は
、
忙
し
い
家
族
に
代
わ
っ
て

今
で
も
台
所
で
洗
い
物
を
す
る
こ

と
が
あ
る
そ
う
で
、
長
生
き
の
秘

訣
を
尋
ね
る
と
「
若
い
頃
か
ら
体

が
丈
夫
で
何
で
も
食
べ
て
き
た
こ

と
」
と
の
こ
と
。
高
齢
の
た
め
、

友
だ
ち
が
い
な
く
な
っ
て
寂
し
い

時
も
あ
る
が
、
曾
孫
や
玄
孫
に
出

会
う
こ
と
が
で
き
、
や
さ
し
い
家

族
に
囲
ま
れ
て
「
長
生
き
出
来
て

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」
と
嬉

し
そ
う
に
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

祝
百
歳 

手
塚
キ
ヱ
さ
ん

馬頭院馬頭院長泉寺長泉寺長泉寺

小口地区小口地区小口地区三和神社三和神社三和神社
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新
春
恒
例
の
那
須
小
川
ま
ほ
ろ

ば
太
鼓
打
ち
初
め
式
が
１
月
９
日
、

ふ
る
さ
と
館
で
開
催
さ
れ
、
関
係

者
約
１
２
０
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
那
須
小
川
ま
ほ
ろ

ば
太
鼓
保
存
会
の
増
子
育
男
会
長

が
「
昨
年
は
県
庁
前
広
場
で
大
勢

の
観
客
を
前
に
演
奏
が
で
き
、
ま

ほ
ろ
ば
太
鼓
の
名
を
県
下
に
示
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
も
皆

さ
ま
の
ご
支
援
を
引
き
続
き
お
願

い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
打
ち

手
を
代
表
し
て
川
上
雅
彰
さ
ん
が

「
今
年
は
、
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓
15
周

年
、
打
ち
手
一
同
精
進
を
重
ね
、

よ
り
一
層
飛
躍
す
る
こ
と
を
約
束

し
ま
す
」
と
年
頭
の
決
意
を
宣
し

た
後
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
「
打
弾
」

ほ
か
８
曲
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
月
10
日
、
小
川
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
那
珂
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
新
年
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

６
団
体
約
１
８
０
名
の
団
員
や
指

導
者
、
父
兄
な
ど
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

交
流
会
で
は
、
町
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
小
川
成
一
本
部
長
か
ら

「
一
人
一
人
が
目
標
を
持
っ
て
、

今
年
一
年
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
皆
さ
ん
が
活
動
で
き
る
の

は
、
指
導
者
や
お
父
さ
ん
・
お
母

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
感
謝
の
気

持
ち
を
持
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
団

で
活
動
し
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い

さ
つ
の
後
、
団
員
の
皆
さ
ん
は
、

父
兄
が
準
備
し
て
く
れ
た
お
餅
や

豚
汁
を
美
味
し
そ
う
に
食
べ
な
が

ら
、
楽
し
く
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

　

１
月
14
日
、
馬
頭
南
保
育
園
で

は
、
富
山
富
久
寿
会
の
皆
さ
ん
と

繭
玉
作
り
、
輪
投
げ
や
こ
ま
回
し

等
の
昔
な
が
ら
の
遊
び
で
交
流
し

ま
し
た
。

　

今
で
は
、
余
り
見
ら
れ
な
く

な
っ
た
繭
玉
の
由
来
を
聞
き
な
が

ら
、
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん

た
ち
と
一
緒
に
な
っ
て
作
り
、
出

来
上
が
っ
た
赤
、
黄
、
緑
の
奇
麗

な
繭
玉
に
「
今
年
も
怪
我
や
病
気

を
し
ま
せ
ん
よ
う
に
」
と
願
い
を

込
め
て
飾
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
輪
投
げ
や
こ
ま
回
し
で

一
緒
に
な
っ
て
遊
び
な
が
ら
、
大

喜
び
の
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

昼
食
の
け
ん
ち
ん
汁
、
お
に
ぎ

り
で
心
も
お
腹
も
暖
ま
り
「
ま
た

来
て
ね
」「
元
気
で
ね
」
と
挨
拶
を

交
わ
し
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
ま

し
た
。

　

１
月
22
日
、
23
日
の
２
日
間
の

日
程
で
〝
ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ　

雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ
〞
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
町
内
の
小
学
３
〜
６
年
生

の
21
名
が
参
加
し
、
栃
木
カ
ヤ
ッ

ク
セ
ン
タ
ー
指
導
の
も
と
、
な
す

高
原
自
然
の
家
周
辺
で
活
動
し
ま

し
た
。
22
日
は
雪
上
歩
行
用
具
の

「
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
」
を
装
着
し
、
雪

山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
自
然
観
察
を
行

い
、
23
日
は
斜
面
で
の
エ
ア
ボ
ー

ド
や
山
の
中
で
の
綱
渡
り
、
タ
ー

ザ
ン
ご
っ
こ
な
ど
、
参
加
し
た
子

ど
も
達
は
冬
の
自
然
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
22
日
の
夕
食
に
は
、
う
ど

ん
作
り
を
体
験
し
、
自
分
達
で

作
っ
た
う
ど
ん
に
舌
鼓
を
打
っ
て

い
ま
し
た
。

那
須
小
川
ま
ほ
ろ
ば
太
鼓

打
ち
初
め
式

那
珂
川
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

新
年
交
流
会

　

小
川
中
学
校
体
育
館
の
改
築
工

事
が
完
了
し
、
新
し
い
体
育
館
が

完
成
し
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
１

月
15
日
、
完
成
記
念
講
演
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
な
す
風
土
記
の

丘
資
料
館
の
真
保
昌
弘
さ
ん
を
講

師
に
迎
え
、「
水
戸
黄
門
が
立
て

た
『
志
・
こ
こ
ろ
ざ
し
』―

小
川

中
学
校
生
に
贈
る―

」
と
題
し
て

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
育
館
は
、
面
積
１
，
２
１

６
㎡
で
旧
体
育
館
の
１
・
４
倍
の

広
さ
、
内
壁
に
八
溝
杉
材
が
使
用

さ
れ
、
体
育
の
授
業
や
部
活
動
の

ほ
か
、
社
会
活
動
の
施
設
と
し
て

使
用
さ
れ
ま
す
。

小
川
中
学
校
体
育
館

完
成
記
念
講
演
会

ネ
イ
チ
ャ
ー
ク
ラ
ブ

雪
山
ハ
イ
キ
ン
グ

高
齢
者
と
の
交
流
会
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日時　２月27日（日）午後１時
場所　小川総合福祉センター
　　　あじさいホール
内容　青少年育成功労・善行表彰
式、講演『「100人村」が問いかける
もの（講師：池田香代子先生）』
定員　350名（先着順）
その他　入場には整理券が必要です
ので、事前にお申し込みください。
また、講演中の預り保育（未就学児）
を実施しますので、併せてお申し込
みください。
問い合わせ・申し込み先
生涯学習課　　　☎0287－96－2116
馬頭公民館　　　☎0287－92－2897

期日　３月12日（土）・13日（日）
会場　パルティとちぎ男女共同参画
センター（宇都宮市野沢町4－1）
内容　ひとり親家庭の子育てと仕事
をテーマとした講演会、親子で楽し
めるバルーンパフォーマンス、お菓
子教室、プロによる写真撮影会等、
多彩な企画を準備しています。
問い合わせ　栃木県こども政策課
　　　　　　☎028－623－3067

対象者　栃木県内に在住の母子家庭
の母、父子家庭の父、寡婦の方
内容
①キャリアカウンセリング
②就業訓練プログラム（WEB、CAD、
オフィスソフトなどのPC訓練）
③就業体験、在宅などでの就業紹介
費用　無料（参加者には一定額の訓
練手当が支給されます）
募集期間　３月31日（木）まで
募集人員　140名
問い合わせ・申し込み先
㈱ＴＢＣスキヤツト・キャリアサ
ポート事業部
　　　　　　　　☎028－651－5633

　町内の児童・生徒からの応募作品
のうち、入賞作品を展示します。
　ぜひ、ご覧ください。
期間　２月８日（火）～ 20日（日）
　　　※月曜日休館
時間　午前９時30分～午後５時
場所　馬頭広重美術館
　　　視聴覚研修室ギャラリー
問い合わせ　馬頭広重美術館
　　　　　　☎0287－92－1199

日時　３月12日（土）※小雨決行
　　　午前10時～午後２時
　　　（荒天の場合は翌日に順延）
場所　なかがわ水遊園内つり池
定員（先着順）及び参加費
①えさ釣り（子ども）の部……40名
　《小学生～中学生》　１人 2,500円
②えさ釣り（一般）の部………50名
　《高校生以上》　　　１人 3,500円
③ルアー釣りの部 ……………50名
　《小学４年生以上》　１人 3,500円
申込方法　電話もしくは窓口受付
申込期限　３月９日（水）
その他　参加者は水遊園発行のライ
センスカードが別途必要
問い合わせ・申し込み先
なかがわ水遊園体験交流課
　　　　　　　　☎0287－98－3055

　矢板県税事務所では、県税の滞納
により差し押さえた電話加入（利
用）権の公売を行います。
公売日時　３月３日（木）
　　　　　午後１時30分
　　　　※午後１時20分までに集合
場所　栃木県塩谷庁舎101会議室
持参物　印鑑、買受代金、本人確認
できるもの（運転免許証等）
※代理人の場合は委任状
問い合わせ　矢板県税事務所収税課
　　　　　　☎0287－43－2171

なかがわ水遊園
春季釣り大会のご案内

予備自衛官補（一般・技能）募集

青年国際交流事業に
参加しませんか？

第41回
「伸びゆく子どもたちの作品展」

南那須地区

電話加入（利用）権の公売について

第６回那珂川町児童生徒
版画コンクール入賞作品展示

ひとり親家庭のための
「子育て応援フェスタ」

ひとり親家庭等の
在宅就業支援事業の参加者募集

那珂川町青少年健全育成町民大会

　普段は学生・社会人であっても、
自衛官として社会に貢献できる制度
です。なお、教育訓練招集手当日額
7,900円です。是非、ご応募下さい。
応募資格（平成23年７月１日現在）
《一般》…18歳以上34歳未満
《技能》…18歳以上53 ～ 55歳未満
　　　　（保有資格により異なる）
受付期限　４月６日（水）
試験日　４月15日～ 18日の１日
試験会場　
〔一般〕宇都宮市内
〔技能〕自衛隊朝霞駐屯地（埼玉県）
その他　応募方法などの詳細は、お
問い合わせください。
問い合わせ・申し込み先　自衛隊大
田原地域事務所　☎0287－22－2940

　内閣府では、平成23年度に実施す
る国際交流事業（「国際青年育成交
流」「日本・中国青年親善交流」「日
本・韓国青年親善交流」「青年社会
活動コアリーダー育成プログラム」
「世界青年の船」「東南アジア青年の
船」）の参加者を募集しています。
問い合わせ　内閣府子ども若者・子
育て施策総合推進室国際企画担当　
　　　　　　　　☎03－3581－1181
栃木県青少年男女共同参画課青少年
育成担当　　　　☎028－623－3076

　南那須特別支援学校の紹介と同校
児童・生徒による作品を展示しま
す。
日時　２月18日（金）～ 23日（水）
　　　※午前９時～午後10時
　　　　（最終日は午後４時まで）
会場　イオンスーパーセンターさく
ら店
問い合わせ　南那須特別支援学校
　　　　　　  ☎  0287－88－7571
　　　　　　FAX0287－88－9867
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対象者　３月卒業見込の高校生また
は離職者等
訓練科目　電気設備科、観光サービ
ス科、機械加工科、ＮＣ機械科
※各科の定員及び訓練期間はお問い
合わせください。
募集期限　２月25日（金）
入校選考　３月11日（金）に適性試
験、面接、作文(志願理由書)を実施
応募方法　住所地のハローワークま
たは当校窓口
その他　授業料は無料です。ただ
し、教材等購入費は自己負担となり
ます。
問い合わせ　県北産業技術専門校
　　　　　　☎0287－64－4000

対象者　戦後強制抑留者で平成22年
６月16日に日本国籍を有するご存命
の方
請求期限　平成24年３月31日まで
その他　該当者には、当基金から請
求書類を送付しますが、お手元に届
いていない方は、ご連絡ください。
問い合わせ　独立行政法人平和祈念
事業特別基金事業部特別給付金担当
☎0570－059－204（ナビダイヤル）
☎03－5860－2748（IP電話、PHS）
受付時間（平日のみ）
午前９時～午後６時　
※土曜、日曜、祝日は除く

受付期間　通年申込受付
その他　受講コース、申込方法、受
講期間等の詳細は案内書（無料）を
請求の上、ご確認ください。
問い合わせ・申し込み先
ＮＨＫ学園　  ☎  042－572－3151
　　　　　　FAX042－574－1006
　　　　http://www.n-gaku.jp/life
案内書請求フリーダイヤル
　　　　　　☎0120－06－8881

採用人員（予定）
看護師・准看護師……………６名
診療放射線技師………………１名
応募資格　平成23年３月にそれぞれ
の資格・免許を取得見込みの方、ま
たは既に取得済みの方
申込期限　２月28日（月）
その他　申込方法、勤務内容等の詳
細はお問い合わせください。
問い合わせ　那須南病院総務課
　　　　　　☎0287－84－3911

　将来、那須南病院に勤務すること
を条件に、修学に必要な資金を貸与
します。免許取得後、貸与を受けた
期間と同一期間を那須南病院で看護
業務に従事すると、修学資金の返還
が免除されます。
対象者　看護師（准看護師）養成施
設に在学する者
貸与額　看護学生（月額７万円）、准
看護学生（月額３万５千円）
貸与期間　貸与決定を受けた年度の
４月から１年間（年度ごとに更新）
その他　申請は随時受付、申込方法
等の詳細はお問い合わせください。
問い合わせ　那須南病院総務課
　　　　　　☎0287－84－3911

　地域の医療機関が不足している
中、私たち住民が「健やかに生きる」
ため、また、賢く医療機関を利用す
るためにはどうすべきかを考えま
す。
日時　２月27日（日）
　　　午後１時30分～３時
場所　馬頭総合福祉センター
演題　「上手な医者のかかり方」
講師　那須南病院長　関口忠司先生
問い合わせ　南那須地域医療を守る
会事務局（奥村）  ☎0287－92－0957

那須南病院職員募集
（看護師・准看護師・診療放射線技師）

平成23年４月１日採用

看護師等修学資金制度のご案内

地域で支えよう地域医療講演会

栃木県立県北産業技術専門校
訓練生募集（４月入校生）

シベリア戦後強制抑留者への
特別給付金について

ＮＨＫ学園　受講生募集！

那珂川町ケーブルテレビ
番組タイムスケジュール

5：30
6：00
6：30
7：00
7：30
8：00
8：30
9：00
9：30
10：00
10：30
11：00
11：30
12：00
12：30
13：00
13：30
14：00
14：30
15：00
15：30
16：00
16：30
17：00
17：30
18：00
18：30
19：00
19：30
20：00
20：30
21：00
21：30
22：00
22：30
23：00
23：30
0：00
0：30
1：00
朝まで

都合により予告なく番組を変更
する事があります。ＥＰＧでの
確認を、お願いします。

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
アグリネット
文字放送
アグリネット

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送

県政ピックアップ
クローズアップとちぎ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送
 

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

農林水産省気象情報（金土日除）
運び屋寄席

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ＵＨＯフュ―チャーレスキュー

企画番組
ニュースＮ・ＴＯＷＮ
県政ピックアップ
クローズアップとちぎ

サイエンスCH ＴＨＥ ＭＡＫＩＮＧ
ニュースＮ・ＴＯＷＮ

ＮＨＫソフト

ニュースＮ・ＴＯＷＮ

文字放送

ニュースＮ・ＴＯＷＮ
文字放送
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共通：２月 28 日（月）

２月21日（月）
３月７日（月）、14日（月）

２月18日（金）、25日（金）
３月４日（金）、11日（金）

馬頭図書館・小川図書館の休館日（２/16～３/15）

馬頭図書館休館日 小川図書館休館日

たのしい絵本と紙しばいの会
・２月17日（木）午前10：30～
・３月３日（木）午前10：30～
・場所　馬頭図書館 視聴覚室
　　小さいお子さまのためのおはなし会です。
　　親子でご一緒にお越しください。

なかよしひろば
・２月17日（木）午前10：00～
　おひなさまの部屋飾りを作りましょう。
・おやつ代　50円
・参加申し込み　２月15日（火）まで

生け花教室
・２月26日（土）午後１：30～
　もうすぐひなまつり。
　桃の節句のお花を生けましょう。
・花代　700円
・申し込み（会員以外の方）　２月22日（火）まで

チャレンジクッキング
・２月19日（土）午前10：00～
　チョコチップマフィンを作りましょう。
・参加費　50円
・参加申し込み　２月17日（木）まで

婦人ボランティアのおはなし会
・２月12日（土）午後２：00～
・場所　馬頭図書館　児童室
　　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
　　絵本や紙しばいを読んでくれます。
　　工作では、折り紙でお雛様を作ります。

・２月19日（土）午前10：30～
・場所　小川公民館　２階
　　おはなしじょうずなボランティアさんが昔ばなしの
　　絵本や紙しばいを読んでくれます。
　　工作では、牛乳パックでカラフルごまを作ります。

小川おはなし会

「児童館」
２月16日～３月15日

のお休み
開館時間　午前９時～午後４時
   （３月より午後５時まで）
０２８７－９６－３１０９

日 月 火 水 木 金 土
2/16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26
27 28

8 9 10 11 12
13 14 15

3/1 2 3
7

・２月20日（日）午後２：00～
・場所　馬頭図書館 児童室
　　ジュニアボランティアクラブの方たちが、
　　アンパンマンの紙しばいを読んでくれます。
　　おはなしの後は、ストローとんぼを作ります。
　　一緒に飛ばして遊びましょう。

ＪＶＣのおはなし会

なかよしひろば
・３月３日（木）午前10：00～
　ひなまつりごっこをしよう。
・おやつ代　50円
・参加申し込み　２月27日（日）まで

窓ガラスをかざろう
・３月12日（土）午前10：00～午後３：00
　　　　　　　　（時間内いつでも参加OKです）
　ステンドグラスシートを好きな形に切ってかざ
　りましょう
・参加費　無料

ドッチビーをしよう
・３月13日（日）午後１：30～
　外で思いっきり体を動かそう。
　お友だちを誘って遊びに来てね。

4 5
6

今
月
の
表
紙

　

成
人
式
の
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
工
藤
慎
太
郎

さ
ん
が
歌
手
を
目
指
し
て
路
上
ラ
イ
ブ
を
し
て
い
た

下
積
み
時
代
の
話
や
周
り
の
温
か
い
人
た
ち
に
支
え

ら
れ
て
デ
ビ
ュ
ー
で
き
た
話
な
ど
を
交
え
な
が
ら
、

デ
ビ
ュ
ー
曲
「
シ
ェ
フ
」
な
ど
を
歌
い
、
新
成
人
の

皆
さ
ん
に
エ
ー

ル
を
送
っ
て
い

ま
し
た
。

　

新
成
人
の
皆

さ
ん
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
夢
に
向

か
っ
て
一
生
懸

命
頑
張
っ
て

い
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

成 

人 

式

※児童館の閉館時間変更のお知らせ
　３月より午後５時閉館となります。
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新
し
い
年
が
明
け
て
も
う
一
ヶ

月
が
経
ち
ま
す
。
正
月
で
は
お
節

や
雑
煮
を
作
る
の
に
台
所
に
大
変

お
世
話
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
台
所
に
は
様
々
な
形

の
食
器
や
調
理
道
具
が
あ
り
ま
す
。

　

古
代
の
人
々
も
私
達
と
同
じ
よ

う
に
、
様
々
な
形
の
器
を
使
い
分

け
て
い
ま
し
た
。
古
代
で
は
大
き

く
分
け
る
と
、
食
物
な
ど
を
煮
る

用
の
器
、
貯
蔵
用
の
器
、
盛
り
付

け
用
の
器
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
煮
る
用
の
土
器
と
し
て
甕

が
あ
り
ま
す
。
甕
は
、
口
の
部
分

が
広
が
り
、
底
の
部
分
は
丸
い
も

の
や
平
た
い
形
を
し
て
い
ま
す
。

甕
は
皆
さ
ん
の
台
所
で
言
う
と
鍋

に
当
た
り
、
主
に
煮
焚
き
に
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
器

の
面
に
は
装
飾
的
文
様
は
施
さ
れ

ず
、
煮
こ
ぼ
れ
や
煤
の
付
着
し
た

も
の
が
見
ら
れ
ま
す
。
他
に
も
、

甑
と
い
う
土
器
が
あ
り
ま
す
。
甑

に
は
膨
ら
み
の
あ
る
も
の
や
長
細

い
形
を
し
た
も
の
が
あ
り
、
特
徴

と
し
て
は
底
の
部
分
に
穴
が
開
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
甑
の
底
に
す

の
こ
等
を
敷
き
、
水
を
入
れ
た
甕

の
上
に
組
み
合
わ
せ
、
カ
マ
ド
で

調
理
す
る
蒸
し
道
具
と
し
て
使
わ

れ
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
貯
蔵
用
の
土
器
と
し
て

壺
が
あ
り
ま
す
。
頸
の
部
分
が
細

く
つ
ぼ
ま
り
、
胴
の
部
分
は
丸
く

膨
ら
ん
で
い
ま
す
。
壺
に
は
装
飾

的
文
様
や
赤
く
飾
ら
れ
た
も
の
も

あ
り
ま
す
。
貯
蔵
し
て
い
た
穀
物

が
豊
か
に
実
る
よ
う
願
っ
て
い
た

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
し
て
、
盛
り
付
け
用
の
土
器

と
し
て
は
坏
、
皿
、
盤
、
高
坏
等

が
あ
り
ま
す
。
主
に
口
の
部
分
が

広
が
り
、
平
た
い
形
を
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
私
達
が
使
っ
て
い
る

食
器
や
お
皿
が
こ
れ
に
当
た
り
ま

す
。
古
代
の
人
々
は
、
日
常
使
う

ほ
か
、
神
へ
の
お
供
え
物
を
盛
る

な
ど
し
て
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

と
い
う
土
器
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
壺
に
近
い
形
を
し

て
い
ま
す
が
、
胴
部
に
小
さ
な
穴

が
開
い
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

用
途
に
は
様
々
な
説
が
あ
り
ま
す

が
、
主
に
、
竹
な
ど
で
作
っ
た
管

を
穴
に
取
り
付
け
て
、
液
体
を
注

ぐ
注
口
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
な
す
風
土
記
の
丘
資
料

館
の
小
川
館
で
は
平
成
22
年
度
巡

回
展
「
栃
木
の
遺
跡―

最
近
の
発

掘
調
査
の
成
果
か
ら―

」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
小
鍋

内
Ⅱ
遺
跡
（
さ
く
ら
市
）
や
北
ノ

内
遺
跡
（
市
貝
町
）
か
ら
出
土
し

た
甕
や
甑
や
坏
な
ど
を
展
示
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
22
年
２
月

に
発
掘
調
査
さ
れ
た
那
珂
川
町
の

那
須
官
衙
遺
跡
か
ら
出
土
し
た　

も
紹
介
し
て
い
ま
す
。
是
非
足
を

運
ん
で
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

併
せ
て
、
２
月
20
日
に
開
催
す
る

「
遺
跡
発
表
会
・
風
土
記
の
丘
成

果
発
表
会
」
で
は
、
今
年
度
風
土

記
を
利
用
し
て
く
だ
さ
っ
た
地
域

の
方
々
が
、
そ
の
成
果
を
発
表
し

て
下
さ
い
ま
す
。
こ
ち
ら
の
ご
参

加
も
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

　
　
　

学
芸
員　

三
浦
紗
英
子
）

●
巡
回
展
「
栃
木
の
遺
跡―

最
近

の
発
掘
調
査
の
成
果
か
ら―

」

　

３
月
21
日
（
月
・
祝
）
ま
で
開

催
中
で
す
。（
中
学
生
以
下
無
料
）

●
み
ん
な
の
作
品
展

　

２
月
20
日
ま
で
当
館
利
用
者
等

の
作
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

●
成
果
発
表
会
・
遺
跡
発
表
会

　

当
館
歴
史
解
説
員
や
中
学
生
ら

の
学
習
成
果
を
発
表
を
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
15
分

定
員　

60
名
（
参
加
費
無
料
）

　
（
氏　

名
）　（
父
母
の
名
）（
住
所
）

星　

結
稀
奈　

昭　

一　

久
那
瀬

　
　
　
　
　
　

麻
里
奈

吉
村　

美
結　

孝　

行　

大　

内

　
　
　
　
　
　

香　

織

江
口　

明
莉　

正　

美　

小　

川

　
　
　
　
　
　

真　

理

木
村　

匠
兎　

輝　

昭　

三　

輪

　
　
　
　
　
　

淳　

子

江
面　

友
翔　

正　

行　

浄
法
寺

　
　
　
　
　
　

幸　

子

鶴
川　

セ
ツ　

（
78
）　

矢　

又

屋
代　

一
儀　

（
86
）　

矢　

又

菊
池
仙
之
衛
門
（
92
）　

和　

見

小
高
助
之
進　

（
96
）　

和　

見

渡
辺　
　

一　

（
79
）　

北
向
田

星　

ケ
イ
子　

（
82
）　

久
那
瀬

髙
野
甲
子
男　

（
86
）　

久
那
瀬

田
沢　

和
一　

（
83
）　

富　

山

髙
野　

一
男　

（
85
）　

富　

山

星　
　

富
子　

（
78
）　

盛　

泉

平
塚　

ヨ
シ　

（
99
）　

盛　

泉

大
久
保　

武　

（
83
）　

大　

内

小
林
ミ
ツ
イ　

（
81
）　
大
山
田
下
郷

菊
池
イ
チ
ヱ　

（
82
）　
大
山
田
上
郷

飯
山
富
美
雄　

（
63
）　

小　

砂

酒
主　

尚
夫　

（
80
）　

小　

川

小
泉　

稲
作　

（
86
）　

小　

川

本
棒　

六
郎　

（
88
）　

小　

川

小
口
フ
ミ
子　

（
94
）　

片　

平

小
口　

謹
一　

（
79
）　

片　

平

川
井　
　

均　

（
94
）　

東
戸
田

大
森　

ト
シ　

（
79
）　

浄
法
寺

※

掲
載
は
希
望
者
の
み
で
す
。

　
　
　

12
月
21
日
〜
１
月
20
日

　
　
　

受
付
分　
　
　

敬
称
略

ゆ　

き　

な

あ
か
り

た
く
と

ゆ
う
と

み　

ゆ

（

）

　
（
氏　

名
）　
　
（
年
齢
） 　
（
住
所
）

中
本
キ
ミ
子　

（
74
）　

馬　

頭

小
森　

勝
世　

（
68
）　

馬　

頭

滝
田　

里
子　

（
60
）　

矢　

又

那須官衙遺跡で出土した

な
す
風
土
記
の
丘
資
料
館

小
川
館
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

か
め

す
す

こ
し
き

く
び

つ
き

さ
ら

ば
ん

た
か
つ
き

は
そ
う

う
ち

う
ち

こ
な
べ

き
た
の

2月１日現在の人口
（住民基本台帳）

（－  8）9，600 人 男
（－13）9，522 人女
（－21）19，122 人計
（+  5）6，138世帯数

（　）内は前月との比較

はそう
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開館10周年・合併５周年記念　企画展
 青木コレクション展 －明治の版画・日本画 －

65

品をご覧ください。
　　　　　馬頭広重美術館　学芸員　塩野目育枝
【会　　期】
　　　 前期：２月27日（日）まで
　　　 後期：３月４日（金）～４月17日（日）
【ミュージアムトーク】
　　　　　　　３月５日（土）午後１時30分～
【開館時間】　午前９時30分～午後５時まで
　　　　　　　（但し入館は午後４時30分まで）
【休 館 日】　月曜日、祝日の翌日、
　　　　　　  ２月28日～３月３日（展示替え）
【入 館 料】　大　人　　　500円（450円）
　　　　　　  高・大学生　300円（270円）
　※（ ）は20名以上の団体料金
　※70歳以上の高齢者、中学生以下は無料
　※障がい者手帳等をお持ちの方・付き添い１名
　　は半額

　青木藤作（1870
～1946）が収集
した美術品は、歌
川広重を中心とし
た浮世絵が広く知

られていますが、明治以降の版画も多く収集し
ました。明治時代になると、石版や西欧から輸
入された写真機・印刷機などにより浮世絵の出
版は衰退しはじめます。そうした状況を打開す
るため、版元は文人画や本画系の絵師を登用し
て新しい版画の制作を試みました。先月号で紹
介した小林清親は光と影を効果的に用いた「光
線画」を制作し、弟子の井上安治も同様の作品
を制作しました。
　尾形月耕（1859～1920）もまた、明治時代
に活躍した絵師の一人です。独学で浮世絵を習
得し、輸出用の陶磁器の下絵や新聞などの挿絵
を手掛けた一方、繊細で温厚な画風を特徴とし
た版画も多く制作しました。今回紹介する「月
耕随筆 日暮門之景」は日光東照宮の象徴的な建
築として知られる陽明門を描いたものです。陽
明門は寛永12年（1635）に建てられ、一日中見て
も飽きないことから「日暮門」とも呼ばれます。
　図は徳川家の紋の入った陣幕が張られるなか、
神職たちが境内に入っていく様子が描かれ、祭
礼が行われるところと考えられます。「月耕随
筆」は歴史人物や説話を題材としたシリーズで、
この作品のほかに３作品を展示しています。
　今回の企画展では、青木コレクションのなか
から明治時代に制作された版画や日本画を中心
に展示しています。青木藤作が江戸時代の浮世
絵と同様に情熱をもって収集した明治時代の作

尾形月耕「月耕随筆　日暮門之景」当館蔵

　あなたの作品をここに出展
してみませんか？
絵画、写真、絵手紙などの作
品をお待ちしております。
問い合わせ：企画財政課
☎０２８７ー９２ー１１１４

入選「お手本太鼓」
江川　清さん（宇都宮市）

観光協会
写真コンテスト
受賞作品

入
選
・
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野
新
聞
社
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